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はじめに
オシロスコープは、どのメーカーの製品も似たり寄っ
たりと思っていませんか？
内容をよく比較しないままに「宣伝を良く目にするか
ら」、「価格が安いから」といった理由で選定してし
まっていませんか？
実際に使ってみてはじめて、波形をなかなか思うよう
に捉えられなかったり、操作に思いのほか時間をとら
れてしまい、「こんなはずじゃなかった」という残念な
結果になってしまうことも…
導入時のコスト削減を実現できても、その裏で、技
術系の企業にとって最も貴重なリソースである、エン
ジニアの皆様の時間を無駄に浪費してしまうことに
なってしまっては本末転倒です。よく使う測定器であ
るからこそ、その選定は大変重要になります。

例えば、オシロスコープによる測定作業の際に次のよ
うな点で苦労した経験はありませんか？
•• �異常な波形を上手く画面に捉えられず、時間ばか
りかかってしまう。
•• �複数波形の測定時に表示が重なり、毎回ノブで位
置を調整している。
•• �繰り返し波形のばらつきを効率的に調べたいが、ど
うやって確認するのが良いかわからない。
•• ��シリアルバス信号をチェックしたいが、まず波形を
表示するまでの設定に毎回苦労している。
•• �トラブル解析の際、原因究明までなかなかたどり
着けない。
•• �測定結果の分析、レポート作成に時間がかかって
いる。

本書では、業務生産性の観点からオシロスコープを
選定する上で重要な1４のポイントを解説します。
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必要なチャネル数と 
適切な周波数帯域を備えていること

メモリー容量が大きいこと

測定性能を最高サンプルレートで 
判断しないこと

最高アクイジションレート 
（波形更新レート）に惑わされないこと

トリガの種類が豊富であること

フィルター機能が充実していること

画面表示の自由度が高いこと

大容量のヒストリ機能＆ 
サーチ機能があること

 解析機能が豊富であること

シリアルバス解析の 設定が簡単にできること

内蔵ストレージへの保存や 
PCへの高速データ通信ができること

見落とされがちな「測定時以外での
扱いにくさ」に注意すること

ソフトウェアが充実していること

ユーザーサポートが充実している 
メーカーの製品であること

横河計測のオシロスコープ

オシロとレコーダのいいとこどり•
「スコープコーダ」

オシロスコープの選定で重要な14のポイント
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01
P O I N T

まず必要な入力チャネル数を検討します。複雑なデバイス
になるほど、その動作や性能を評価するにあたり、多チャ
ネルの同時測定が必要になります。トラブル解析や動作検
証では、複数チャネルを同時に測定することで測定作業の
効率が格段に向上します。
そのような場面に備えて、チャネル数に余裕のあるモデル
を選んでおくことがポイントです。

周波数帯域は、入力信号に含まれる周波数成分をどこま
で測定できるかを示すもので、オシロスコープの性能を判
断する上で最も重要な項目の1つです。周波数帯域は、
一定電圧の振幅の正弦波を入力した状態で、－3 dB（約
30%）減衰するポイントの周波数で表示されます。

Attention!  
 
�周波数帯域が広い（高い）ほど、高速な信号を測定できま
すが、導入コストも上昇します。測定対象信号の様子を
正しく把握することが重要です。

●● �組み合わせるプローブの周波数帯域とのバランスも重要
です。一般に1GHz以上の周波数帯域での測定を行う
ためには、標準添付プローブではなく、アクティブプロー
ブを組み合わせる必要があります。

●● �幅広く使用されるパッシブプローブや、メカトロ分野で
使用される高電圧差動プローブ、電流プローブなどの周
波数帯域は数100 MHz程度のものが多く、この場合
に組み合わせるオシロスコープは200 MHz～500 MHz
程度の周波数帯域が適切と言えます。

POINT 01  

●● �いざという時のために、チャネル数が多めのモデルを選
びましょう。２台のオシロスコープを連結して多チャネ
ルで測定できる製品だと、なお安心です。
●● �周波数帯域は測定対象信号、使用するプローブの帯域
を確認し、いたずらに高帯域で高額な機種を選定しな
いことが大切です。

必要なチャネル数と
適切な周波数帯域を備えていること

周波数帯域

周波数（Hz）

減衰量
（dB）

－3 dB

0 dB

一般的なオシロスコープ周波数特性例
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入力段のA/Dコンバータでサンプルされた波形データは、
メモリーに格納されますが、このメモリーの容量は製品に
よって異なっており、容量が大きいほど大きなレコード長
（データ点数）を設定することができます。
『波形取込時間＝レコード長÷サンプルレート』の関係
がありますので、メモリー容量が大きければ、高いサンプ
ルレートを維持しつつ長時間の波形取り込みが可能です。
仮に波形取込時間が同じであれば、メモリー容量が大き
いほどサンプルレートを高く設定できるので、波形をより
精細に観測することができます。

Attention!  

●● �長時間の波形取込の場合、メモリー容量が小さい製品
では、サンプルレートが勝手に低下してしまいます。
●● �逆に、サンプルレートを維持しようとすると、取込時間
が短くなってしまいます。

POINT 02  

�メモリー容量が大きいと、高速サンプリングを保ったまま、
データロガーのように、機器の起動や停止のシーケンス
全体の観測が可能になります。

メモリー容量が大きいと有利なケース
●● 単発現象の捕捉
●● メカの動作・制御の動作検証、評価
●● ソフトウェアの動作検証、評価

メモリー容量が大きいこと

02
P O I N T

500Mポイントでのサンプルレートと測定時間の関係
（DLM3000/DLM5000、オプション搭載時）

サンプルレート 最大測定時間

2.5 GS/s 0.2秒

250 MS/s 2秒

25 MS/s 20秒

2.5 MS/s 200秒

250 kS/s 2,000秒

100 kS/s 5,000秒
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サンプルレートは、アナログ信号を時間的にどれくらい精
細にA/D変換して取り込めるかを示します。
しかし最高サンプルレートだけで測定性能を判断するのは
危険です。サンプルレートが同じであれば、製品によらず
同じように高速波形の測定ができると思いがちですが、実
際は必ずしもそうではありません。

Attention!  

●● �メモリー容量が小さい製品の場合、測定時間を長く設
定した際にサンプルレートが低下してしまい、信号の速
い変化が見えなくなってしまいます。
●● �アナログ波形と同時にロジック信号を取り込むと最高サ
ンプルレートが低下するといったような制約のある製品
も存在しますので注意が必要です。

POINT 03  

●● �サンプルレートだけでなく、メモリー容量にも注意して
選定することが重要です。
●● �実際に必要となる波形取込時間（Time/div設定の10
倍）でのサンプルレートが、測定信号に対して十分であ
ることを確認することが重要です。

測定性能を最高サンプルレートで
判断しないこと

03
P O I N T

レコード長、時間分解能とサンプルレートの関係
（DLM3000/DLM5000：高分解能モード OFF、Realtime）

Time/Div （測定時間） レコード長 サンプルレート

5μs （50μs）
500 Mpts 
（容量：大）

2.5 GS/s

5 ms （50 ms） 2.5 GS/s

5 s （50 s） 10 MS/s※

5μs （50μs）
25 Mpts 
（容量：中）

2.5 GS/s

5 ms （50 ms） 500 MS/s※

5 s （50 s） 0.5 MS/s※

5μs （50μs）
1.25 Mpts 
（容量：小）

2.5 GS/s

5 ms （50 ms） 25 MS/s※

5 s （50 s） 0.025 MS/s※

※測定時間に対してレコード長が足りないためサンプルレートが低下
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信号を連続的に処理するアナログ方式のオシロスコープと
は異なり、ディジタルオシロスコープは、波形を取り込ん
でいない時間（デッドタイム）が存在しています。最高アク
イジションレート（波形更新レート）は、ディジタルオシロ
スコープが単位時間あたり最大何回分の波形を表示でき
るかを表す指標です。
この値が大きいとデッドタイムが小さくなるので、波形の
取りこぼしが少ないと説明されている場合があります。

Attention!  

●● �最高アクイジションレート（波形更新レート）が大きいこ
とが、必ずしも波形の取りこぼしが少なくなることにつ
ながるとは限りません。
●● �レコード長をユーザーが変更できないタイプの製品で
も、波形取込時間により内部でレコード長が変化してい
ます。このため、波形取込時間を長くすると、一般的
にアクイジションレートは低下します。
●● �アクイジションレートが最高値となるのは、ある特定の
条件が満たされている場合に限定されることが多く、注
意が必要です。

POINT 04  

�同一サンプリングレートでの測定において、ロングメモリー
のオシロスコープでは、一回当たりの取込時間をより長く
できるので、波形を細切れで取り込むのに比べ、まれに起
きる異常波形の取りこぼしを防ぎやすくなります。

最高アクイジションレート（波形更新レート）に
惑わされないこと

04
P O I N T

デッドタイム

デッドタイム

高速波形更新のオシロスコープの場合

ロングメモリーのオシロスコープの場合

7



05
P O I N T

トリガの種類が豊富であること

エッジトリガはアナログオシロの時代からオシロスコープに
備わっている最もベーシックなトリガ機能ですが、今日の
様々なパターンの異常波形を的確に捕捉するには十分とは
言えません。狙った波形を効率よく捉えるため、豊富なト
リガパターンが用意されているかどうかは極めて重要です。

Attention!  

●● �異常波形を確実に捕捉できると作業効率を向上させる
ことができます。そのためには、パルス幅条件や複数
チャネルの組み合わせパターンといったような、柔軟で
強力なトリガ機能が必要になります。
●● �測定対象がシリアルバス信号の場合には、プロトコル
データの情報や通信エラーなど、それぞれのシリアルバ
ス特有の条件を使ってトリガ設定できることが必要です。

POINT 05  

測定対象によって必要なトリガ機能は異なります。

例）DLMシリーズのトリガ機能：
●● �エッジOR/パターン/パルス幅/立上り立下り時間/ラン
ト/タイムアウト/ウィンドウ/ウィンドウOR/インターバル

●● �シリアル（UART/I2C/SPIなどの組込み用途向け）
●● �シリアル（CAN/CAN FD/LIN/SENT/CXPI/PSI5など
の車載バス向け）

パターントリガの例

クロックソース：CH3
Pattern：CH1＝H、CH2＝L、その他＝X、Logic=AND
Condition＝Enter

設定したパターン
との比較結果 不一致

不一致

不一致

不一致

一致

一致

トリガ

クロックでサンプリング
した比較結果

CH1

CH1 L LH H
L LH H

CH2

CH2

CH3
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通常のエッジトリガだと、ある一つのチャネ
ルだけが対象ですが、エッジORトリガでは
全入力チャネルを対象に、いずれかで変化が
あったときにトリガをかけることができます。
「どのチャネルで変化が起きるか、あらかじめ
特定できない」といったケースで威力を発揮
します。

エッジORトリガ

DLM3000/DLM5000の便利なトリガ機能の例

複数チャネルを対象にしたトリガ（エッジOR/パターン）
同時に複数チャネルを監視し、いずれかのエッジ変化のタイミングや、High/Low
条件の組み合わせでトリガをかけることができます。

パルス信号用トリガ（パルス幅/ラント※/Rise・Fall時間）
パルス信号の時間幅や、信号レベルの異常などの条件でトリガをかけることができ
ます。パルス信号の各種異常検知に有効です。

入力信号の変化が止まったらトリガ（タイムアウト）
入力されている繰り返し信号が止まり、変化しなくなったタイミングを検知してトリ
ガをかけることができます。時間条件も設定可能です。

上下限範囲を指定してのトリガ（ウィンドウ）
上限と下限の２つの信号レベルを設定し、その範囲内/範囲外かどうか、またその
範囲にとどまっている時間の条件でトリガをかけます。

信号の停止検出は、通常のエッジトリガでは不
可能ですが、タイムアウトトリガなら可能です。
異常停止の監視などで威力を発揮します。

※�最初のしきい値を通過後、もう1つのしきい値を通過せずに元のレベルに戻るような信号

信号が停止してから、200 ns経過

通常のエッジトリガだと、
ある一つのレベルでの
設定のみですが、ウィン
ドウトリガではUpperと
Lowerの2レベルを設定
できます。
電圧が上下限値に収まっ
ているかのチェックなど
で威力を発揮します。

CH1＝　、CH2＝　の場合

トリガ

CH1

トリガトリガ

CH2

Window

OUT

IN

OUT
Upper Level

Lower Level

パルスのレベルが異常

3μs

パルスの幅が3μsより小さい
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波形測定時のノイズ問題はエンジニアにとって常に頭痛の
種です。
オシロスコープに、いろいろなフィルター機能が用意され
ていると、ノイズに埋もれている所望の信号を抜き出して
観測でき、大変便利です。

Attention!  

●● �ノイズレベルが大きいと、信号の確認がしにくいだけで
なく、トリガが安定しなくなります。
●● �多くのオシロスコープに帯域制限フィルターが搭載され
ていますが、多くは20 MHz近辺の1～2種類のカット
オフ周波数のみに限定されており、様々なノイズを十分
に除去することができません。

POINT 06  

●● �ノイズ除去機能が豊富なオシロスコープの中には、入力
回路でのリアルタイム処理と、波形取り込み後の演算に
よるものとの二種類のディジタルフィルターを搭載してい
るものあります。チャネルごとにカットオフ周波数をきめ
細かく設定可能で、不要なノイズ信号を除去し、見た
い信号を観測するのに有効です。

例）�DLM3000/DLM5000の入力回路に搭載している
フィルターのカットオフ周波数（14段階）：

200 MHz、100 MHz、20 MHz、10 MHz、5 MHz、2 MHz、 
1MHz、500 kHz、250 kHz、125 kHz、62.5 kHz、32 kHz、 
16 kHz、8 kHz

フィルター機能が充実していること

06
P O I N T

フィルター無し

フィルター 500 kHz フィルター 8 kHz

フィルター 20 MHz

フィルター効果の例
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オシロスコープによって、波形表示のバリエーションには
違いがあります。波形を見やすい位置に移動し、見たい
箇所をズームしたり、XY表示やFFTをしたり、カーソル
で数値やパルス幅を読み取ったりする際に、いかにストレ
スなく操作できるかが重要です。

POINT 07  

●● �複数チャネルの波形測定時に、自動の画面分割機能が
あると、毎回の波形のポジション移動操作を省くことが
できるだけでなく、電圧軸の分解能を犠牲にする必要
もなくなります。
●● �ロングメモリーの波形データをストレスなく解析するた
めには、強力で使いやすいズーム機能が備わっている
必要があります。
●● �通常のTY表示に加えて、XY表示、FFT表示が同時に
できると、画面を切り替えることなく、効率的に解析で
きます。
●● �波形パラメータ値や拡大波形などの多くの情報を表示
した画面イメージを張り付けることで、報告書作成時間
を短縮できます。

画面表示の自由度が高いこと

07
P O I N T

様々な情報の同時表示例
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DLM3000の表示例

画面分割表示
波形が重ならないように、ワンタッチで画面分割表示できます。
手動で波形ポジションを移動する手間が不要です。

豊富な表示バリエーション
表示パターンの組み合わせにより、様々な角度から波形を分析可能。ロール表示
やXY表示中にも演算やズームを併用できます。

画面保存のバリエーション（設定情報付加 /ワイド保存）
画面に表示されている波形の情報を付加したり、時間軸を2倍に拡大して保存する
ことも可能です。

２か所ズーム
ある現象の「原因」と「結果」といったように離れた箇所を同時に拡大したり、拡大
率を変えて二段階で表示することが可能です。

DLM3000の多彩な
表示画面

同一チャネルの離れた2か所 時間軸スケールの異なる信号の表示

設定情報付加（測定時の条件確認）

ワイド保存（時間方向に２倍で変化を見やすく）
FFT表示

ZOOM2

ロールモード

波形演算

マーカー
ZOOM1

XY表示
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大容量のヒストリ機能＆サーチ機能があること

08
P O I N T

時間に追われ、プレッシャーのかかる回路のデバッグ作業。
トラブルの原因となりそうな波形がようやくちらっと現れた
のに、すぐに次の波形で上書きされて消えてしまったとい
う経験はありませんか？　このようなとき、再び波形が表
示されるまで再測定を繰り返していては時間を浪費するば
かりです。

ヒストリ機能は、トリガのかかった画面を過去のにさかの
ぼって自動でバックアップ保存しておき、後から検索、表示、
解析を可能にする大変便利な機能で、デバッグ作業の効
率を大幅に向上します。

Attention!  

●● �ヒストリ機能やメモリー分割機能を使用するために、専
用モードにあらかじめ切り替える必要のある製品では、
いざというときのバックアップ用途には有効ではありま
せん。また、メモリー容量が十分でないため、せっかく
の機能がほとんど役に立たないケースもあります。
●● �ヒストリ機能があってメモリー容量も十分なのに、肝心
のサーチ機能が貧弱なケースもあります。せっかくメモ
リー上にデータが残っていても、一枚一枚波形を確認
する必要があり、膨大な時間がかかってしまいます。
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POINT 08  

横河計測は、オシロスコープにいち早くヒストリ機能を搭
載した、この分野のパイオニアです。長年のデバッグの現
場で磨かれた、優れた機能を数多く備えています。あらか
じめ特別な設定を行うことなく常に最大100,000波形
（DLM3000/DLM5000の場合）をバックアップしていま
す。このことによる波形表示更新などのパフォーマンスへ
の悪影響も一切ありません。また、メモリー上の波形デー
タに対する強力なサーチ機能を搭載しており、効率的なデ
バッグを支援します。

過去に取り込んだヒストリ波形を重ね書き表示したり、
様々な条件で検索し、指定した1波形を画面に表示するこ
とができます。
また、ヒストリ波形に対してカーソル測定、演算などがで
きます。
ヒストリ波形をあたかも動画のように自動的に再生、停止、
早送り、巻き戻しすることもできます。

#1 #n #100,000

・・・ ・・・

異常波形を［ヒストリサーチ機能］で検索
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ヒストリ機能の活用事例

トリガをかけることができない場合（トリガ条件が複雑になる場合）
まずいずれかのトリガ機能で波形を捕捉し、後から検索で必要な波形を取り出すことができます。

トラブル解析
ヒストリ機能では、サンプリングデータそのものを保持しているので、１枚１枚の波形を詳細に解析することが出来ます。
下記はヒストリ機能を使ってトラブルの原因を探る際のイメージです。複数チャネル間の相関を時間をさかのぼって調べることができます。

1.

2.

CH1

CH2

CH3

CH4

CH1の信号が出なくなり、
システム動作が止まってしまった。

システム停止
CH2が不安定になり、

信号が出力されなくなった。

CH1

CH2

CH3

CH4

トラブル解析
CH3のパルスが

通常の幅よりも短くなっている。

CH1

CH2

CH3

CH4

トラブル解析
CH4にグリッチノイズが

乗っている。

CH1

CH2

CH3

CH4

原因解明
ヒストリ機能を
使って波形を確認

ヒストリ機能を
使って波形を確認

ヒストリ機能を
使って波形を確認

CH1

CH2

CH3

CH4

最大で 100,000 枚のデータが自動的にメモリーに蓄えられています。

ヒストリ機能の
リプレイ機能が有効です。
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DLM3000/DLM5000の機能

ヒストリ波形のアキュムレート機能

一般的なオシロスコープのアキュムレート機能は波形の重ね書
き画像で、波形データは存在しません。ヒストリ波形のアキュ
ムレート機能はデータを持つヒストリ波形の重ね書きですの
で、検索機能などで取り出した目的の波形に対し、カーソル機
能やメジャー機能を適用できます。

ヒストリ波形検索機能

方形ゾーン 波形ゾーン ポリゴンゾーン 波形パラメータ

PCで作成したゾーン

P－P 値が判定基準より大きい場合の例

P－P

異常波形抽出

全波形表示 １波形表示

アキュムレート表示ではわからない1アクイジション
ごとのチャネル間の関係も再現できます。

四角いゾーンを
置いて検索
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波形の最大値/最小値、パルス幅といった基本的なパラ
メータを読み取る機能はどの機種にも備わっていますが、
実務で遭遇する様々な場面で作業をいかに効率的に行う
ことができるかについては、製品によって大きく様子が異
なる場合があります。

POINT 09  

●● �パラメータの自動測定機能の充実度合いが、業務効率
に大きく影響します。
●● �オシロスコープ上で、単純な波形パラメータの測定にと
どまらず、それらの組み合わせ演算や統計処理まで行う
ことができることは、測定のタクトタイム短縮や業務効
率向上に大変重要です。
●● �FFTやXY表示を複数同時に表示できると、入力と出力
などのように複数の入力信号の関係を効率的にに評価
できます。
●● �いつ起きるかわからない不具合検証などでは、測定器
からのメール送信機能などがあると便利です。

例）DLM3000/DLM5000
●● �各チャネルごとに最大29種類の波形パラメータを自動
測定
●● �合計30個までのパラメータ値を画面上に表示可能
●● �画面に表示していない分を含め、内部的に最大100,000
個のパラメータ値を保存可能
●● パラメータ間演算機能、複数エリア指定機能
●● 統計機能（連続統計/ヒストリ統計/サイクル統計）
●● �２つのFFT同時表示（実波形、演算波形に対しても実
行可能）
●● �GO/NO-GO機能とアクションオントリガ機能（NO-GO
時のデータ保存、メール送信など）
●● ユーザー定義演算機能（オプション）
●● 電源解析機能（オプション）

解析機能が豊富であること

09
P O I N T

メジャー機能表示例
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波形パラメータ統計値

・最大/最小
・平均値/標準偏差

トレンド表示

CSV形式ファイル

DLM3000/DLM5000の機能

波形パラメータ統計演算

ロングメモリーを活かした強力なデータ解析機能を搭載。サージやジッターの検証の際の繰り返し測定のデータ処理を効率的に行えます。

連続統計演算
連続したトリガ毎の波形パラメータを
算出し統計処理します。

ヒストリ統計演算
ヒストリメモリーの各トリガ波形の波形
パラメータを算出し、統計処理します。

サイクル統計演算
画面に表示された波形をサイクル毎に
分割し、波形パラメータを個別に算出
統計処理します。

ヒストグラム表示

大きい小さい

時間

捕捉波形内の各サイクル毎の波形パラメータ

大
き
い

頻
度

小
さ
い
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多くのオシロスコープには、組込みシステム・車載用の各種
シリアルバス測定用に、トリガやデコード表示機能が用意
されていて、コマンドやステータスが一目で確認できます。

Attention!  

●● �シリアルバスの設定は、手動でレコード長、サンプル
レートを設定し、さらにビットレートや電圧レベルなど、
バス固有の細かな設定を注意深く行う必要があります。
一つでも設定にミスがあると、波形が正しく表示されま
せん。
●● �測定対象信号の各種情報（ビットレートなど）があらか
じめ得られていないケースでは、適切な設定条件に素
早くたどり着くことは極めて困難です。

POINT 10  

●● �初期設定を自動で行うインテリジェント機能を備えたオ
シロスコープは、設定時間を大幅に短縮します。
●● �IDだけでなく、データやエラーコードでトリガをかけら
れる柔軟性があると様々なケースに対応できます。
●● �速度の異なる複数のシリアルバス信号を同時デコードし
たり、アナログ信号と並べて表示して比較解析できるこ
とはシステム検討を効率的に行う上で大変重要です。

シリアルバス解析の設定が
簡単にできること

10
P O I N T
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例）DLM3000/DLM5000
●● �独自のオートセットアップ機能を搭載、入力信号を判断
し、ビットレートや電圧レベルなどを自動でセットアップ
します。
●● 一般的なほとんどのシリアルバスに対応しています。
●● IDやデータ、エラーコードでトリガがかけられます。

●● �種類やビットレートの異なる4つのバスを同時に解析し、
波形と対応させたデコード表示やリスト表示が可能です。
●● �2か所ズーム機能が用意されており、複数バスの解析も
快適に行うことができます。

通常のオート設定
シリアルバス波形に対しては不十分です。

シリアルバス専用オート設定
バス情報の読み取りまでを一気に行うことができます。

21



実験で捕捉した波形データは、評価結果のエビデンスとし
て、あるいは比較参照データとして保存しておく必要があ
ります。

Attention!  

多くのオシロスコープで、データ保存用にUSBメモリーの
使用を前提としていますが、情報セキュリティの観点から
USBメモリーの使用が禁じられているケースは少なくあり
ません。

POINT 11  

●● �オシロスコープに大容量の内蔵ストレージがあれば、
USBメモリーがなくても一時保存が可能です。
●● �プログラミングなどを必要とせず、オシロスコープとPC
間でデータ転送の簡単な手段が提供されていると大変
に便利です。
●● �保存データを開かずにサムネイル表示で内容を確認で
きれば、ファイル選択を素早く行うことができます。
●● �大容量のデータをPCに転送するにあたり、転送スピー
ドは作業効率に直結します。

例）DLM3000/DLM5000
●● �大容量内蔵ストレージ 
DLM3000：300 MB（標準）/ 60 GB（オプション） 
DLM5000：1.7 GB（標準）/ 64 GB（オプション）
●● �PCとUSB接続することで、DLM3000/DLM5000を
USBストレージとして認識できるので、メディアを介さ
ずデータの転送が可能
●● 保存データのサムネイル表示
●● ギガビットイーサネット/USB3.0標準搭載

保存データのサムネイル表示例

内蔵ストレージへの保存や
PCへの高速データ通信ができること

11
P O I N T

USB3.0
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実際に測定を行っている時間「以外」で、様々な扱いにく
さに直面し、使用頻度が落ちてしまったりメンテナンスコ
ストの増加につながってしまうことがあります。見落とされ
やすいポイントなので要注意です。

Attention!  

●● �大きな画面は便利ですが、外形寸法が想定以上に大き
くて設置場所に制限が出てしまったり、重すぎて気軽に
持ち運びできず、結果的に使用頻度が下がってしまう
場合があります。
●● �電源を入れてから測定が開始されるまでの待ち時間は
短いことが理想ですが、搭載されるOSによって、電源
ONから数分程度待たなければいけないという製品も珍
しくありません。

●● �OSにWindowsを採用したオシロスコープが増えていま
すが、棚にしまっておくだけでも事務用のPCと同レベ
ルでのウイルス対策が求められたり、構内LANへの接
続が制限されてしまう場合があります。また、各種の
Windows用ソフトウェアをインストールできる柔軟性が
ある反面、そのことによって動作が遅くなったり、不安
定になるなどの予期せぬ問題も起こりやすく、運用コス
トがかさみます。さらに、OSのサポートが終了してしま
うと、オシロスコープとしては十分使える状態であって
も買い替えを余儀なくされるといったことも起こります。

POINT 12  

横河計測のオシロスコープは、小型軽量デザイン。 
組み込みOSを採用しており起動も高速です。
●● �小型軽量デザイン：ユニークな縦型デザインの
DLM3000と薄型軽量の8 chモデルDLM5000
●● �高速起動：電源投入からDLM3000は約12秒、
DLM5000は約18秒で波形が表示され、素早く測定
を開始できます。
●● �組み込み機器用OS：セキュリティ面の不安が少なく、
安定性の高い組み込み機器用OSを採用しています。

見落とされがちな
「測定時以外での扱いにくさ」に注意すること

12
P O I N T
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今日では、計測器を単体で使用するだけで作業が完結す
ることはむしろ少なく、PCを使って測定データを管理・解
析したり、報告書を作成することが一般的です。計測器
用のPCソフトウェアが充実していることは、オシロスコー
プによる測定業務を効率化する上で極めて重要です。

Attention!  

●● �Excelは表計算ソフトでありながら、測定データの演算
やグラフ化にも有効なツールですが、必ずしも大量デー
タの処理に適していないため、各種制約があったり処
理時間がかかるなどの問題があります。また、Excelで
読み込めるようデータをCSV形式に出力する際に、オ
シロスコープでの処理に1時間近くもかかってしまった
り、データサイズが膨大になりすぎて後処理に支障を
きたすケースもあります。
●● �マクロや自作ソフトウェアを使うケースでは、プログラ
ム作成担当者が異動したとたんにメンテナンスできなく
なってしまうリスクがあります。

POINT 13  

●● �実験室が離れている場合、自席のPCから遠隔でオシ
ロスコープの操作・画面表示ができれば、業務生産性
の向上を図れます。
●● �メーカーから使いやすいソフトウェアが提供されている
かどうか、また、プログラム開発向けのツールが用意さ
れているかどうかは、測定器そのものの性能と同様に、
業務を効率的に遂行する上でとても重要です。

横河計測は、PC活用により作業を効率化いただけるよう 
様々なソフトウェアを提供しています。
●● �IS8000：DLM5000/WT5000/DL950との同期計測、
データの統合表示/解析、遠隔操作
●● �Xviewer：データ表示/解析、フォーマット変換、報告
書作成、計測器の遠隔操作
●● �XWirepuller：計測器の遠隔操作
●● �Symbol Editor：シリアルバス解
析用のシンボル作成
●● �プログラム開発向け：USBドライ
バ、LabVIEWドライバ等

ソフトウェアが充実していること

13
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オシロスコープに限らず、計測器を使う上で、技術問い合
わせ対応や修理・校正サービスなどのメーカーサポートは
重要なポイントです。

●● �常駐のサポートエンジニアによる、電話やメールでの顧
客サポート
●● 操作トレーニングや基礎＆技術セミナーの提供
●● 修理&校正サービスの迅速さ
●● 保証期間
●● �マニュアル、ドライバ、ファームウェア、関連ソフトウェ
アの提供状況

POINT 14  

●● �生産性を向上させるためには、製品だけではなく、サ
ポート体制含めて総合的にメーカを選定することが大切
です。

横河計測では、以下のようなサポートを提供し、 
日々向上に努めています。
●● �常駐のサポートエンジニアによる電話やメールでの顧客
サポート
●● �新旧の測定器をそろえており、経験豊富なサポートメン
バーが実機操作しながら直接対応いたします。
●● �お客様の業務内容に合わせた操作説明や基礎＆使いこ
なしセミナー
●● 日本国内での修理＆校正サービス
●● 主要製品の3年間保証
●● �マニュアル、ドライバ、ファームウェア、ソフトウェア最
新情報のダウンロードサービス

ユーザーサポートが
充実しているメーカーの製品であること

14
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仕様

DLM3000 DLM5000

周波数帯域（－3 dB） 200 MHz/350 MHz/500 MHz 350 MHz/500 MHz

最大チャネル数（含オプション）
アナログ2（2 chモデル）
アナログ４または

アナログ３ ＋ ロジック８（4 chモデル）

アナログ4 ＋ ロジック32（4 chモデル）
アナログ8 ＋ ロジック32（8 chモデル）

※2台連結機能

垂直分解能 8 bit（高分解能モードあり） 8 bit（高分解能モードあり）

最大入力電圧（1MΩ時） 300 Vrms または 400 Vpeak 300 Vrms または 400 Vpeak

最高サンプルレート（全ch使用時） 2.5 GS/s 2.5 GS/s

最大レコード長 500 Mポイント 500 Mポイント

ヒストリ最大枚数 100,000 100,000

対応シリアルバス（トリガ、解析）
UART（RS232他）/I2C/SPI/
CAN/CAN FD/LIN/FlexRay/

SENT/ CXPI

UART（RS232他）/I2C/SPI/
CAN/CAN FD/LIN/FlexRay/

SENT/CXPI/PSI5

内蔵ストレージ 300 MB（標準）/60 GB（オプション） 1.7 GB（標準）/ 64 GB（オプション）

内蔵プリンタ 有り（オプション） 有り（オプション）

詳細についてはこちらをご参照ください。 <https://tmi.yokogawa.com/jp/solutions/products/oscilloscopes/digital-and-mixed-signal-oscilloscopes/>

横河計測のオシロスコープは、基本機能の充実に加え、メジャー機能や統計機
能、リアルタイム演算機能も充実。細かいところまで配慮の行き届いた使いやす
いユーザーインタフェースと豊富な解析機能により、測定業務をトータルで支援。
お客様の業務生産性を大幅に改善します。

横河計測のオシロスコープAppendix 1

26



オシロとレコーダのいいとこどり「スコープコーダ」
絶縁入力、物理信号との同時多chロギングなら

仕様

DL350 DL950

周波数帯域（－3 dB） 20 MHz（モジュールによる） 40 MHz（モジュールによる）

チャネル数（アナログ） 最大32 ch（モジュールによる） 最大128 ch（モジュールによる）

垂直分解能 12 bit/16 bit（モジュールによる） 12 bit/14 b i t/16 bit（モジュールによる）

最高サンプルレート 100 MS/s（モジュールによる） 200 MS/s（モジュールによる）

最大レコード長 200 Mポイント（内蔵メモリー）
20 Gポイント/モジュール（SDカード）

4 Gポイント
PCへのストリーミング可能

最大入力電圧 絶縁1000 V 絶縁1000 V

車載バスデータモニター
CAN/CAN FD/LIN/SENT

シリアル通信データのトレンド計測
（/VEオプション）

CAN/CAN FD/LIN/SENT
シリアル通信データのトレンド計測

（/VCE オプション）

重量 3.9 kg（バッテリ、モジュール2枚込） 7.5 kg（本体のみ）

電源 AC/DC/バッテリ（3時間） AC

詳細についてはこちらをご参照ください。 <https://tmi.yokogawa.com/jp/solutions/products/oscilloscopes/scopecorders/>

Appendix 2
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�カスタマサポートセンター�
E-mail：tmi-cs@csv.yokogawa.co.jp  
TEL：0120-137-046 
受付時間：祝祭日を除く、月～金曜日／9：00～12：00、13：00～17：00

�ホームページからもお問い合わせいただけます。�
�https://tmi.yokogawa.com/jp/contact/
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